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　 平昌郡は、今年５月より平昌郡庁内の「平昌冬季オリンピック広報館」の隣に２０１８年平昌冬季オリン
ピック記念の大鐘と鐘つき堂の建設工事を進めており、１１月中には完成する予定です。
　鐘つき堂建設には２０１８年の冬季オリンピック開催の成功と冬季オリンピックが平昌郡で開催された証と
いう思いが込められており、大会後もオリンピックの文化遺産として残し、平昌郡の観光資源化と人々が団結
しひとつになるために建設されました。
　総工費は17億６千万ウォン（約１億７千６百万円）で、大鐘の重量
は約7.5ｔ、鐘の高さは2.8ｍ、直径は1.6ｍで、鐘つき堂の面積は
18.2坪で屋根は八角形となっています。また、今回の鐘つき堂を建設
するために必要な費用の一部には、２０１７年３月３１日まで平昌郡の
人々が募金運動を行い集まった２億６千６百万ウォン（約２千６百万
円）が使われています。
　皆さんが平昌郡を訪れた際は、是非オリンピック広報館の見学
とあわせてこの鐘つき堂で記念に鐘をついてください。
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▲起工式の様子

2018年平昌冬季オリンピック記念 大鐘・鐘つき堂の建設現場を行く！

◀沈在國郡守
シムジェグック

農業委員会からの
お知らせ

11月9日（木）に農業委員会定例会を開催しました。
・利用権設定等申出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２件
・若桜町の農地にかかる日照上の障害除去等に関する指導要領（案）

お問い合わせ　　農業委員会事務局　☎(82)2239　IP☎9(82)2238
　　　　　　　　役場産業観光課　　☎(82)2238　IP☎9(82)2238

　９月から１０月にかけて、農地パトロールを行いました。
　町内の全農地を対象に、現在は耕作されていないが直ちに耕作できる土地を緑色、直ちに耕作はできな
いが農地として利用可能な土地を黄色で判定しました。
　耕作者の高齢化や後継者不足などにより遊休農地が年々増加し、大きな問題となっています。
　耕作しないまま農地を放置すると、病害虫の発生原因となり、有害鳥獣の隠れ家にもなるほか、不法投棄
の原因にもなりかねず、周辺農地に悪影響を及ぼし近隣の方々に迷惑をかけることになります。
　自ら耕作できない場合は、他の農業者に貸すなどして遊休農地を出さないようにしましょう。
　もし、耕作相手が見つからない場合でも、農地の所有者として年に１度は耕うんしたり、草刈りや病害虫の
駆除をするなどの管理を行い、近隣に迷惑がかからないようにしてください。
　農地を自分で管理できなくなった場合は、農業委員会へご相談ください。
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